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平成３０年４月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１６６号（２）

２
月
26
日
（
関
東
森
林
管
理
局
大
会
議
室
）

と
３
月
７
日
（
東
京
事
務
所
会
議
室
）
に
、
平

成
29
年
度
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林

の
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
、
森
林
・
林
業
の
成

長
産
業
化
に
貢
献
し
た
治
山
工
事
・
林
道
工
事

で
、
他
の
模
範
と
な
る
も
の
を
表
彰
し
、
設
計
・

施
工
技
術
の
向
上
や
関
係
者
の
意
欲
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
毎
年
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
関
東
森
林
管
理
局
管
内
に

お
い
て
前
年
度
に
完
成
し
た
治
山
工
事
92
件
、

林
道
工
事
30
件
を
対
象
に
、
大
学
教
授
や
林
業

家
な
ど
３
名
の
外
部
有
識
者
を
含
む
審
査
委
員

会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
委
員

会
で
は
、
「
コ
ス
ト
縮
減
」
「
技
術
提
案
」

「
環
境
配
慮
」
の
テ
ー
マ
別
に
、
施
工
体
制
、

施
工
状
況
、
出
来
型
、
出
来
ば
え
等
の
審
査
項

目
に
基
づ
き
、
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
18
件
の
工
事
が
優
良
な
工
事

と
し
て
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
特
に
優
秀

な
工
事
と
認
め
ら
れ
た
治
山
工
事
２
件
、
林
道

工
事
２
件
は
林
野
庁
本
庁
で
の
審
査
に
進
み
、

こ
の
う
ち
、
下
越
森
林
管
理
署
村
上
支
署
管
内

の
新
屋
（
笹
平
）
３
号
線
林
業
専
用
道
新
設
工

事
（
施
工
者
：
株
式
会
社
山
嘉
土
建
）
が
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の

治
山
工
事
２
件
、
林
道
工
事
１
件
に
つ
い
て
も

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
賞

事
業
別
：
林
道
工
事

テ
ー
マ
：
「
技
術
提
案
」

実
行
署
名
：
下
越
森
林
管
理
署
村
上
支
署

工
事
名
：
新
屋
（
笹
平
）
３
号
線
林
業
専
用

道
新
設
工
事
（
H
27
補
正
）

施
工
者
：
株
式
会
社

山
嘉
土
建

こ
の
工
事
は
、
工
事
で
発
生
し
た
土
を
利
用

し
て
作
業
用
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
狭
い
作
業
環

境
に
あ
る
工
事
現
場
の
資
材
置
場
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
施
工
期
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
は
、
将
来
、
森
林

整
備
を
実
施
す
る
際
の
木
材
集
積
場
所
と
し
て

活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

山
側
の
盛
土
箇
所
は
森
林
と
の
段
差
を
な
く
す

よ
う
施
工
し
、
林
業
機
械
が
容
易
に
森
林
に
入

れ
る
よ
う
な
工
夫
も
さ
れ
て
お
り
、
理
想
的
な

林
業
専
用
道
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
庁
長
官
賞

事
業
別
：
治
山
工
事

テ
ー
マ
：
「
技
術
提
案
」

実
行
署
名
：
静
岡
森
林
管
理
署

工
事
名
：
柳
島
地
区
復
旧
治
山
工
事
（
H
27

補
正
）

施
工
者
：
小
野
建
設

株
式
会
社

こ
の
工
事
の
現
場
は
、
火
山
噴
出
物
（
ス
コ

リ
ア
）
と
い
う
崩
れ
や
す
い
地
質
で
、
工
程
管

理
や
施
工
順
序
な
ど
の
施
工
を
特
に
慎
重
に
行

う
必
要
が
あ
る
箇
所
で
す
。
こ
の
よ
う
な
施
工

条
件
の
中
、
木
材
を
使
用
し
た
工
種
（
丸
太
を

使
っ
た
法
枠
工
等
）
に
つ
い
て
、
出
来
映
え
も

美
し
く
仕
上
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
別
：
治
山
工
事

テ
ー
マ
：
「
環
境
配
慮
」

実
行
署
名
：
下
越
森
林
管
理
署

村
上
支
署

工
事
名
：
お
幕
場
海
岸
防
災
林
造
成
工
事

施
工
者
：
株
式
会
社

加
藤
組

こ
の
工
事
は
、
海
岸
の
森
林
を
波
浪
等
に
よ

る
侵
食
か
ら
防
止
す
る
た
め
の
防
潮
護
岸
工
の

施
工
に
際
し
、
自
然
石
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
す

る
こ
と
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
量
を
減
ら
す
と
と
も

に
、
斜
面
を
保
護
す
る
木
製
法
枠
工
や
、
強
風

か
ら
森
林
を
守
る
木
柵
を
防
潮
護
岸
に
組
み
合

わ
せ
て
施
工
し
た
も
の
で
、
景
観
へ
の
配
慮
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
「
治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式

治
山
課

森
林
整
備
課



事
業
別
：
林
道
工
事

テ
ー
マ
：
「
コ
ス
ト
縮
減
」

実
行
署
名
：
天
竜
森
林
管
理
署

工
事
名
：
瀬
尻
白
倉
林
業
専
用
道
新
設
工
事

施
工
者
：
株
式
会
社

中
村
組

こ
の
工
事
は
、
起
伏
が
あ
る
山
の
中
で
、
費

用
の
か
か
る
構
造
物
が
少
な
く
て
す
む
よ
う
、

で
き
る
だ
け
緩
斜
面
を
通
る
よ
う
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
に
よ
っ
て
発
生
し
た
余
っ

た
土
は
、
近
く
の
路
体
の
補
強
に
有
効
利
用
し
、

運
搬
費
用
を
縮
減
し
て
い
る
こ
と
も
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

以
上
の
４
件
の
ほ
か
、
優
良
な
工
事
と
し
て

選
考
さ
れ
た
14
件
の
工
事
は
、
関
東
森
林
管
理

局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
臣
賞
、

長
官
賞
を
受
賞
し
た
工
事
の
現
場
代
理
人
等
が

関
東
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（３）平成３０年４月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１６６号
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平成３０年４月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１６６号（４）

３
月
９
日
、
森
林
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委

員
会
（
一
般
社
団
法
人
東
京
林
業
土
木
協
会
と

関
東
森
林
管
理
局
東
京
事
務
所
で
構
成
）
主
催

の
「
第
21
回
森
林
（
も
り
）
は
友
達
！
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
都
内
の
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
茨
城
県
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
山
梨
県
、

静
岡
県
に
所
在
す
る
森
林
管
理
署
、
高
尾
森
林

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
等
が
行
っ
た
森
林
教

室
や
体
験
林
業
等
に
参
加
し
た
小
学
４
～
６
年

生
を
対
象
に
、
体
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
作
文
に
し
て
も

ら
う
も
の
で
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
や

関
心
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
か
ら
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
て
、

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
、
総
参
加
者
数
は
２
万

３
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
20
小
学
校
、
１
団
体
か
ら
こ
れ
ま

で
で
最
高
の
１
，
８
２
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

最
優
秀
賞
の
林
野
庁
長
官
賞
は
、
「
み
ん
な

を
支
え
る
森
」
と
題
し
て
、
学
校
林
活
動
を
通

し
て
、
「
森
林
は
生
き
物
を
支
え
る
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
生
き
て
い
る
」
こ
と
を

学
び
、
「
森
林
を
守
り
た
い
」
と
実
感
し
た
こ

と
を
自
分
の
言
葉
で
素
直
に
綴
っ
た
甲
府
市
立

里
垣
小
学
校
５
年
生
の
新
澤

詩
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
に
体
験
学
習
を
通
じ
、
森
林
・
林
業
の

大
切
な
役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
表
紙

高
尾
山
自
然
休
養
林

高
尾
山
（
標
高
５
９
９
ｍ
）
は
、
都
心

（
新
宿
）
か
ら
西
へ
約
40
km
に
位
置
し
、
古

く
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
知
ら
れ
る
霊
山
で

す
。
暖
帯
か
ら
温
帯
に
移
行
す
る
地
帯
に
あ

た
り
、
植
物
や
昆
虫
、
野
鳥
な
ど
の
種
類
が

豊
富
で
す
。
そ
の
美
し
い
自
然
景
観
と
信
仰

の
山
が
注
目
さ
れ
、
昭
和
42
年
に
「
明
治
の

森
高
尾
国
定
公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
庁
は
、
昭
和
52
年
、
真
言
宗
の
寺
院
で

あ
る
薬
王
院
を
除
き
、
高
尾
山
の
ほ
ぼ
全
域

の
国
有
林
を
「
高
尾
山
自
然
休
養
林
」
に
指

定
し
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
関
係
機
関
と
連
携
し
て
整
備
し
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

を
置
き
、
国
有
林
を
活
用
し
た
森
林
環
境
教

育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
尾
山
北
側
斜
面
に
広
が
る
温
帯
林
は
、

イ
ヌ
ブ
ナ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
多
く
、
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
新
緑
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

第
21
回

森
林
（
も
り
）
は
友
達
！

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
事
務
所

受賞者の皆さん



（５）平成３０年４月２６日 関 東 森 林 管 理 局 第１６６号

【
赤
谷
の
森
自
然
散
策
】

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

み
な
か
み
町
役
場
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
課
と
共
催

で
年
間
３
～
４
回
程
度
「
赤
谷
の
森
自
然
散
策
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
内
外
の
一
般
参
加

者
を
募
集
し
て
、
み
な
か
み
町
に
あ
る
赤
谷
の

森
（
国
有
林
）
の
自
然
や
歴
史
等
に
触
れ
て
い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
は
、
平
成
29
年

度
に
実
施
し
た
「
赤
谷
の
森
自
然
散
策
」
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

【
「
春
」
～
花
と
緑
と
紙
芝
居
～
（
旧
三
国
街

道
）
】

赤
谷
の
森
に
は
、
新
潟
と
群
馬
を
結
ぶ
街
道

と
し
て
江
戸
時
代
以
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た

旧
三
国
街
道
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
登
山
道
と

な
っ
て
お
り
、
高
山
植
物
、
御
坂
三
社
神
社
、

旧
街
道
の
名
残
で
あ
る
茶
屋
跡
や
道
祖
神
な
ど

が
見
所
で
す
。

春
の
自
然
散
策
は
、
５
月
20
日
（
土
曜
日
）

に
開
催
し
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
の
群
落
や
ニ
オ
イ
コ

ブ
シ
の
花
な
ど
春
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
新
緑

に
つ
つ
ま
れ
た
旧
三
国
街
道
を
散
策
し
ま
し
た
。

【
（
夏
）
～
夏
休
み
親
子
い
き
も
の
観
察
会
～

（
ム
タ
コ
沢
）
】

夏
の
自
然
散
策
は
、
８
月
19
日
（
土
曜
日
）

に
、
涼
し
げ
な
渓
流
（
ム
タ
コ
沢
）
沿
い
の
林

道
で
開
催
し
ま
し
た
。
親
子
を
対
象
と
し
た
夏

休
み
い
き
も
の
観
察
会
で
、
チ
ョ
ウ
や
ト
ン
ボ
、

カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
や
植
物
を
観
察
し
ま

し
た
。

【
（
秋
）
～
赤
谷
の
秋
、
始
め
ま
し
た
～
（
旧

三
国
街
道
）
】

秋
の
自
然
散
策
は
、
10
月
21
日
（
土
曜
日
）

に
、
赤
や
黄
色
に
染
ま
る
旧
三
国
街
道
で
開
催

し
ま
し
た
。
春
の
散
策
と
は
違
う
ル
ー
ト
で
紅

葉
や
植
物
の
果
実
な
ど
の
彩
り
を
楽
し
み
な
が

ら
散
策
し
ま
し
た
。
散
策
の
後
は
、
猿
ヶ
京
温

泉
に
あ
る
「
三
国
路
与
謝
野
晶
子
紀
行
文
学
館
」

を
見
学
し
、
猿
ヶ
京
温
泉
な
ど
奥
利
根
を
幾
度

と
な
く
訪
れ
た
与
謝
野
晶
子
の
旅
の
歌
に
触
れ

ま
し
た
。

【
（
冬
）
～
雪
で
感
じ
る
赤
谷
の
冬
～
（
い
き

も
の
村
）
】

冬
の
自
然
散
策
は
、
２
月
４
日
（
日
曜
日
）

に
み
な
か
み
町
相
俣
に
あ
る
「
い
き
も
の
村
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
を
し

な
が
ら
、
樹
木
の
冬
芽
や
ウ
サ
ギ
や
キ
ツ
ネ
、

カ
モ
シ
カ
、
テ
ン
な
ど
の
動
物
の
足
跡
や
糞
な

ど
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
散
策
の
後
は
、
猿
ヶ

京
温
泉
に
あ
る
「
民
話
と
紙
芝
居
の
家
」
に
移

動
し
、
猿
ヶ
京
に
昔
か
ら
伝
わ
る
心
が
ほ
っ
こ

り
す
る
民
話
の
語
り
や
、
二
千
点
を
超
え
る
懐

か
し
い
紙
芝
居
の
中
か
ら
数
点
を
語
り
部
さ
ん

に
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
組

や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
i
n
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a
.
m
a
f
f
.
g
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.
j
p
/
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o
/
k
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o
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_
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m
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夏の自然散策（夏休み親子いきもの観察会）

春の自然散策（旧三国街道のニリンソウ）

秋の自然散策（御坂三社神社にて）

冬の自然散策（土手の滑り台） 昔懐かしい紙芝居



私
の
勤
務
す
る
伊
南
森
林
事
務
所
は
、

福
島
県
会
津
地
域
南
部
に
位
置
す
る
南
会

津
町
伊
南
地
区
（
旧
伊
南
村
）
の
国
有
林

約
１
万
ha
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

阿
賀
川
の
支
流
の
伊
南
川
を
挟
む
よ
う

に
そ
び
え
る
標
高
８
０
０
～
２
０
０
０
m

の
山
々
は
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
が
生
育
す
る

天
然
林
が
多
く
、
管
理
す
る
国
有
林
の
大

部
分
が
野
生
生
物
の
移
動
経
路
を
確
保
す

る
た
め
の
「
緑
の
回
廊
」
に
指
定
さ
れ
、

森
林
生
態
系
を
保
全
す
る
効
果
を
更
に
高

め
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
面

積
は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
ス
ギ
や
カ
ラ

マ
ツ
の
人
工
林
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
木
材

生
産
も
行
っ
て
い
ま
す
。

新
緑
の
初
夏
、
カ
ラ
マ
ツ
が
黄
金
色
の

紅
葉
を
見
せ
る
秋
な
ど
四
季
折
々
の
風
情

に
味
わ
い
が
あ
る
当
地
域
で
す
が
、
中
で

も
三
ッ
岩
岳
と
唐
倉
山
の
山
開
き
に
は
毎

年
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
三
ッ
岩
岳

（
標
高
２
０
６
５
m
）
は
伊
南
地
域
最
高

峰
の
山
で
、
こ
の
三
ッ
岩
岳
と
窓
明
山

（
標
高
１
８
４
２
m
）
を
通
る
コ
ー
ス
は
、

か
つ
て
国
体
の
山
岳
縦
走
競
技
コ
ー
ス
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
自
身
も
挑
戦
し

ま
し
た
が
非
常
に
登
り
ご
た
え
の
あ
る
コ
ー

ス
で
す
。
ま
た
、
唐
倉
山
は
標
高
１
１
７

６
m
と
標
高
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

の
、
山
開
き
が
10
月
に
行
わ
れ
る
珍
し
い

山
で
す
。
昨
年
は
あ
い
に
く
の
雨
で
式
典

の
み
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
山
を
愛
す
る
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

伊
南
川
は
鮎
釣
り
が
盛
ん
で
す
。
全
国

か
ら
多
く
の
釣
り
客
が
訪
れ
、
シ
ー
ズ
ン

中
に
は
「
伊
南
川
あ
ゆ
ま
つ
り
」
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
冬
季
は
豪
雪
地
帯
で
あ
る
特

徴
を
生
か
し
て
、
ス
キ
ー
や
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
伊
南
森
林
事
務

所
管
内
の
国
有
林
も
ス
キ
ー
場
（
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
の
森
）
と
し
て
貸
し
付
け
ら
れ
て

て
い
ま
す
。

伊
南
森
林
事
務
所
管
内
の
人
工
林
は
全

国
的
な
傾
向
と
同
様
に
主
伐
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
平
成
29
年
９
月
に

木
材
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
現
地
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
木
材
生
産
現
場
に

お
け
る
作
業
道
の
作
設
や
伐
採
な
ど
の
作

業
を
い
か
に
効
率
的
に
行
っ
て
い
く
か
を

学
び
、
地
域
全
体
の
林
業
技
術
、
木
材
生

産
能
力
を
底
上
げ
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

当
日
は
森
林
組
合
や
N
P
O
法
人
な
ど

地
元
南
会
津
町
が
主
催
す
る
南
会
津
林
業

成
長
産
業
化
推
進
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々

に
多
く
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
か
ら
は
地
域
林
業
の
発
展
に
向

け
た
強
い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
、
地
域

と
連
携
し
た
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

最
近
、
当
事
務
所
管
内
で
も
シ
カ
が
樹

皮
を
食
べ
た
り
、
角
で
こ
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
樹
皮
が
剥
が
さ
れ
る
被
害
（
剥
皮
被
害
）

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
シ
カ

の
生
息
域
が
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
原
料
で
生
分
解
性
で
あ

り
な
が
ら
、
５
年
は
機
能
を
維
持
し
て
耐

久
性
も
高
い
リ
ン
ロ
ン
テ
ー
プ
を
立
木
に

巻
い
て
被
害
の
拡
大
を
防
い
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
猟
友
会
の
方
に
非
常
勤

職
員
と
し
て
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
助
言
・
協
力
を
得
な
が

ら
シ
カ
対
策
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

こ
の
よ
う
な
縁
も
あ
っ
て
、
昨
年
個
人
的

に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
猟
友
会
の
シ
カ

狩
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
国
有
林
職
員

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
個
人
と
し
て
も

シ
カ
対
策
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

国
有
林
職
員
と
し
て
ま
だ
経
験
も
浅
く

至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
先
輩
や
地
域
の

方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
森
林
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
福
島
技
官
は
、
４
月
1
日
付
け
人
事
異

動
で
、
山
梨
森
林
管
理
事
務
所
に
異
動
に

な
り
ま
し
た
。
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